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３　事務分掌　
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係
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教
育
課

生
涯
学
習
課

•学校教育の基本方針の企画立案に関す
ること。

•教職員の研究及び研修に関すること。
•教育課程，学習指導及び生徒指導に関

すること。
•通学区域に関すること。
•学級編制及び教職員組織に関するこ

と。
•学齢児童，生徒の就学，入学及び転退

学に関すること。
•学校の管理運営に関すること。
•教職員の人事及び給与に関すること。

•教科用図書の無償給与に関すること。
•教科用図書の採択及び教科用図書その

他の教材の取扱いに関すること。
•教職員の免許に関すること。
•教職員団体に関すること。
•外国語指導事業に関すること。
•教育資料の調査並びに資料収集及び整

理作成に関すること。
•児童及び生徒の安全に関すること。
•教育相談に関すること。
•その他学校教育の指導に関すること。

•教育行政の総合的な企画及び調整に関
すること。

•教育行政施策の普及及び広報に関する
こと。

•教育委員会の会議に関すること。
•公印の管理に関すること。
•所掌事務に係る条例，規則及び訓令に

関すること。
•公告式に関すること。
•市費職員の人事，給与，勤務時間その

他勤務条件に関すること。
•市費職員の研修及び福利厚生に関する

こと。
•市費職員の服務に関すること。
•儀式，表彰及び交際に関すること。
•教育行政に係る相談に関すること。
•陳情及び請願に関すること。
•教育委員会の予算及び決算の総括並び

に予算執行の調整に関すること。
•教育行財政の調査統計に関すること。
•市長部局及び他の関係機関との連絡調

整に関すること。
•文書の収受，整理保管及び発送に関す

ること。
•情報ネットワーク及び情報公開に関す

ること。

•教育長及び教育部長の秘書に関するこ
と。

•教育施設の整備計画に関すること。
•教育施設の営繕に関すること。
•教育施設の調査研究に関すること。
•教職員住宅の管理運営に関すること。
•教育財産の維持管理，取得及び処分に

関すること。
•物品の調達及び備品総括管理に関する

こと。
•教職員の福利厚生に関すること。
•学校保健に関すること。
•学校医，学校歯科医及び学校薬剤師に

関すること。
•就学援助及び就学奨励に関すること。
•広島県地域改善対策高等学校等進学奨

励事業奨学金に関すること。
•市奨学金に関すること。
•課内行政の総合的な企画及び調整並び

に課内の進行管理に関すること。
•課内の予算及び決算の総括並びに予算

執行の調整に関すること。
•課の庶務に関すること。
•他課・係の所掌に属さない事務に関す

ること。

•生涯学習の振興に関すること。
•生涯学習に関する調査研究及び資料収集

に関すること。
•社会教育の基本方針の企画立案に関する

こと。
•社会教育関係団体に関すること。
•社会教育委員に関すること。
•公民館，図書館その他社会教育施設の管

理運営に関すること。
•放課後児童健全育成に関すること。
•家庭教育に関すること。
•青少年教育に関すること。
•成人教育に関すること。
•情報教育に関すること。
•人権教育に関すること。
•芸術文化振興の基本方針の企画立案に関

すること。
•文化財の調査，保護保存及び文化財保護

委員に関すること。

•芸術・文化関係団体に関すること。
•文化施設の管理運営に関すること。
•その他社会教育及び芸術・文化の振興に

関すること。
•スポーツ推進の基本方針の企画立案に関

すること。
•スポーツ・レクリエーションの普及及び

推進に関すること。
•社会体育施設の管理運営に関すること。
•社会体育関係団体に関すること。
•その他体育・スポーツ活動の推進に関す

ること。
•課内行政の総合的な企画及び調整並びに

課内の進行管理に関すること。
•課内の予算及び決算の総括並びに予算執

行の調整に関すること。
•課の庶務に関すること。

生
涯
学
習
係

役職名

教育長

　教育委員（教育長職務代理者）

教育委員

教育委員

教育委員

氏　　名

小野藤　　　訓

三　島　雅　司

小宇根　康　典

　長　坂　睦　子　

泊　野　仁　美

任　　期

自　令和２年４月１日

至　令和５年３月31日

自　令和４年４月１日

至　令和８年３月31日

自　令和３年４月１日

至　令和７年３月31日

自　令和４年４月１日

至　令和６年３月31日

自　平成31年４月１日

至　令和５年３月31日

小野藤教育長 泊野教育委員小宇根教育委員三島教育委員 長坂教育委員

２　教育委員等

１　概要

　　江田島市教育委員会

　　〒737-2397

 　　広島県江田島市能美町中町4859番地9（能美市民センター3階）

　　　ＴＥＬ.0823(43)1900 代表（学校教育課総務係）

　　　　　　 0823(43)1901（学校教育課指導係）　0823(43)1902（生涯学習課）

　　　ＦＡＸ.0823(45)3501（学校教育課）　　　　0823(45)3502 (生涯学習課)

　　　ＵＲＬ：http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/

　　　E-mail：gakkou@city.etajima.hiroshima.jp  （学校教育課）

　　　　　　  gakusyuu@city.etajima.hiroshima.jp（生涯学習課）

能美市民センター（本館３階）
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４　一般会計予算（歳出・目的別） ５　教育行政方針の概要

　子どもたちが夢や目標を持って学び，育ち，市民一人ひとりが，生涯を通じて，学び，活動し，生きがいを感じ
輝くことは，豊かな暮らしの基盤となります。
　学校教育は，児童生徒の生きる力を育むことを目指し，「確かな学力」，「豊かな心」，「健やかな体」をバランス
よく育成し，その水準の向上に努めます。
　生涯学習は，公民館活動などの社会教育を始め，文化・芸術，家庭教育における学習機会の確保と，教育環境
の整備・充実に努めます。
　スポーツの振興は，地域で行うスポーツ大会を始め，体を動かす機会とスポーツに親しみを感じる機会の確
保や充実に努めます。
　里海教育は，自然体験活動や探究活動など，自然に親しみ，自然に学ぶ場や機会の確保や充実に努めます。
　これらの理念を合わせることで，相乗効果を生み，「人が育ち，輝くまち」を目指します。

＜施策の目標（目指す姿）＞

生きる力が育まれ，信頼される学校づくりが進んでいます

学校教育

１　小中学校教育の充実
　子どもたちが未来社会を切りひらくための資質・能力を育成し，自ら学ぶ意欲や知識

及び技能の習得と，思考力，判断力，表現力等を重視し，「生きる力」を育む教育を充実さ

せるとともに，体育・健康に関する指導の充実により，豊かな心や健やかな体の育成を

目指します。

（単位：千円）

　
令和４年度 令和３年度 前年度比

予算額 構成比 予算額 構成比 金額

議会費 159,090 1.0% 170,733 1.1% -11,643

総務費 3,471,925 21.8% 2,443,199 15.3% 1,028,726

民生費 4,397,254 27.6% 4,088,771 25.6% 308,483

衛生費 1,018,602 6.4% 892,723 5.6% 125,879

労働費 12,491 0.1% 12,491 0.1% 0

農林水産業費 843,174 5.3% 506,026 3.2% 337,148

商工費 426,187 2.7% 336,089 2.1% 90,098

土木費 976,428 6.1% 928,943 5.8% 47,485

消防費 640,452 4.0% 678,514 4.3% -38,062

教育費 1,259,988 7.9% 1,067,940 6.7% 192,048

教育総務費 278,359 278,041 318

教育委員会費 1,836 　 1,957 　 -121

事務局費 132,811 　 135,580 　 -2,769

教育振興費 143,712 　 140,504 　 3,208

小学校費 255,779 　 132,232 　 123,547

学校管理費 235,479 　 108,653 　 126,826

教育振興費 20,300 　 23,579 　 -3,279

中学校費 149,251 　 97,836 　 51,415

学校管理費 133,748 　 71,983 　 61,765

教育振興費 15,503 　 25,853 　 -10,350

社会教育費 246,750 　 248,736 　 -1,986

社会教育総務費 122,574 　 128,604 　 -6,030

文化振興費 14,725 　 10,335 　 4,390

公民館費 8,817 　 43,924 　 -35,107

図書館費 70,262 　 37,501 　 32,761

人権教育費 1,937 　 1,806 　 131

文化財保護費 7,847 　 2,621 　 5,226

学びの館費 6,449 　 10,801 　 -4,352

環境館費 14,139 　 13,144 　 995

保健体育費 329,849 　 311,095 　 18,754

保健体育総務費 9,400 　 9,783 　 -383

体育施設費 59,579 　 82,276 　 -22,697

学校給食費 260,870 　 219,036 　 41,834

災害復旧費 3,920 0.0% 11,736 0.1% -7,816

公債費 1,993,858 12.5% 2,031,468 12.7% -37,610

諸支出金 721,631 4.5% 776,367 4.9% -54,736

予備費 25,000 0.2% 25,000 0.2% 0

合計 15,950,000 100.0% 13,970,000 100.0% 1,980,000
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目指します。

●授業改善等による学力の定着・向上
学力調査の結果の分析等を通して，授業改善等を行い，学力
の定着・向上を図ります。

●発達段階に応じた道徳教育及び
人権教育の推進

各教科等での指導や体験活動を充実させるとともに，家庭や地域と
連携し，発達段階に応じた道徳教育及び人権教育を推進します。

●集団宿泊活動や自然体験活動等の
体験活動の推進

小学校における集団宿泊活動の充実や，「里海」を教育資源
とした自然体験活動の充実を図ります。

●自己指導能力を育成する生徒指導
の充実

いじめの防止等の取組など，生徒指導体制の確立を図るととも
に，児童生徒の問題行動等の未然防止や早期対応に努めます。

●体力つくりの場の充実等による体
力 ・運動能力の向上

体力・運動能力調査の結果分析を活用した授業・スポーツ活
動の実施及び部活動の活性化を図ります。

●学校 ・ 家庭 ・ 地域が一体となった
食育の推進

食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身につけるとと
もに，家庭や地域と連携した食育の取組を推進します。

●言語活動の充実等によることばの
教育の推進

言語活動の充実により，児童生徒の言語に関する能力を向
上させ，思考力，判断力，表現力等の育成を図ります。

●発達段階に応じた系統的なキャリア
教育の推進

中学校の職場体験学習をはじめ，発達段階に応じたキャリ
ア教育を推進します。

●教育的ニーズに応じた特別支援教
育の充実

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，適切な指導や
必要な支援を行います。

●本市内の校種間(小・中・高・特別支
援学校)連携の推進

校種間の連携により，教育課題の検討，児童生徒の交流及
び教職員研修の充実等を図ります。

●グローバル化 ・ 情報化に対応する
教育の推進

外国語指導助手の活用等を通じて，小学校の外国語活動及び
中学校の英語教育の充実を図ります。また，ＩＣＴを活用し
た授業の充実を図るとともに，情報モラルの育成を図ります。

【主な取組】
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項目 主な内容 

(1) 教職員の指導力の向上
 ○学校訪問指導や研修会の充実 
○市内小・中学校の自主的な教育研究グループの支援 
○研究指定校研究会における成果の普及 

(2) 開かれた学校づくり
 

 

○ホームページや学校便り，江田島市広報などによる各学校の

取組や現状について積極的な情報発信 
○大柿高等学校と市内中学校との連携を充実させ，大柿高等学

校の活性化を支援 

(3) 学校・家庭・地域の連

携による教育活動の推

進 

○小・中学校の連携による教育活動の推進 
○学校・家庭・地域と連携したボランティア活動など体験活動

の充実 
○生徒指導上の諸問題や不登校児童生徒への対応における関

係機関等との連携の充実 

＜生涯学習課＞ 

生活の基盤となる豊かな家庭づくり 

 

１ 家庭・地域が連携した教育力の育成 

日常生活や地域における様々な営みは，子どもの知・徳・体・食のバランスのとれた発達

や，郷土を愛する心の育成などに大きく影響することを踏まえ，家庭の教育力の向上や学

校・家庭・地域が連携した教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

(1)家庭の教育力の向上 ○ＰＴＡ対象の家庭教育に係る講演，研修等の機会の提供，

支援 
(2)学校・家庭・地域の連携

による教育活動の推進 ○ＰＴＡ活動及び子ども会活動等の支援 

３ 教育環境の整備 

児童・生徒の安全の確保といきいきと学び，活動できる学校づくりを進めていくため，学

校施設の計画的な整備・改善や学校の再編，通学路の安全確保などに取り組みます。 

項目 主な内容 

(1)子どもの安全・安心と健

康の確保
 

 

○通学路における歩道の設置や改善，交通安全施設の整備など

総合的な対策の推進 
○お知らせや緊急情報などのメール配信サービスの構築，運用 

(2)学校施設等の計画的な整 
 備 

○校舎や屋内運動場の耐震大規模改修及び改築の実施 
○安全でおいしい給食を効率的に提供するために，学校給食
共同調理場を整備  

(3)学校規模の適正化 

○円滑な学校統合に向けた調整や教育環境の整備，取組状況に

ついての積極的な情報発信 
○遠距離通学の児童・生徒に対するスクールバス運行や路線バ

ス通学に対する支援 

２ 「生きる力」の基礎的資質の育成 

子どもの「生きる力」をはぐくんでいくため，基本的生活習慣や生命を尊重する心など基

礎的資質を育成するとともに，読書力の基盤づくりを進めます。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 
(1)基本的生活習慣や生命を

尊重する心などの基礎的

資質の育成 
○家庭教育に関する学習機会の充実・支援 

(2)読書力を高める基盤づく 
 り 

○読書力を育成するため，豊かな機能を備えた図書館の整

備・充実 
○幼児期からの読書週間育成のための取組の充実 

 

３ 愛情豊かな家庭づくり 

家庭は教育の原点であることを踏まえ，愛情豊かな家庭づくりを推進するため，家庭教育

に関する様々な情報提供や学習機会，相談体制の充実を図るとともに，親子や家族が楽しみ

ながらふれあえる活動機会の提供に努めます。 
項目 主な内容 

ふれあいのある家庭づくりの

支援 

○親子または子どもたちが主体的に参加できる自然体験や

歴史・文化体験などの機会の充実 
○地域における伝統行事などの活性化を図るとともに，親子

や家庭での参加促進 
 
学びつつ生きる教育力豊かな地域づくり 

 
１ 学びつつ生きる充実した人生の実現 

学びつつ生きる充実した人生の実現を目指し，主体的学習活動を支援する情報の収集と提

供を図るとともに，地域の様々な学習ニーズに対応する教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

市民の様々な学習ニーズに対

応する教育活動の推進 

○市民ニーズを踏まえ，公民館活動の充実や生涯学習セミ

ナー，芸術・文化にふれあう機会の確保 
○社会の進展に伴う，市民の様々なニーズに対応する教育

活動の推進 
 
２ 教育力豊かな地域づくり 

教育力豊かな地域づくりを目指すために，関係機関と連携し，拠点となる施設の整備とネ

ットワーク化を促進するとともに，地域の自然や歴史文化の継承と活用，学校・家庭・地域

が連携した教育活動を推進します。 

２　学校と地域・家庭の信頼関係
組織的な学校体制のもとで，教職員を育成するとともに，学校評価の充実等を図ることに

より，開かれた学校づくりを進め，学校・家庭・地域の連携により信頼される学校を目指し

ます。

学校給食では，安全・安心な学校給食を提供し，食を通じた地域への愛着を高めます。

【主な取組】

●教職員の資質 ・指導力の向上
教職員研修の充実や自主教育研究グループへの支援により，
教職員の資質・指導力の向上を図ります。

●開かれた学校づくりの推進
学校評価等を充実させ，グローバル化・情報化に対応する教
育を推進し，教育の質の向上を図ります。

●地場産品を使った学校給食の提供
本市の「食」について知り，故郷への愛着や誇りが持てる子
どもを育てます。

３　学校施設の整備
安全・安心な教育環境を整備するため，老朽化した校舎等の修繕及び改修を行うとともに，

学校統合による遠距離通学の児童生徒を支援します。

また，教育の情報化に対応するため，ＩＣＴ機器の整備を計画的に行います。

【主な取組】

●学校施設の修繕及び改修 老朽化した校舎等について大規模改修等を計画的に進めます。

●学校施設 ・設備の管理 ・整備
学校施設・設備を適切に維持管理するとともに，計画的な整
備を図ります。

●ＩＣＴ機器の整備
教育の情報化に対応するため，ＩＣＴ機器を計画的に整備し
ます。

●遠距離通学への対応
学校統合により遠距離通学となった児童生徒のため通学手段
の確保，路線バス定期補助を行います。

生涯学習

１　生涯学習活動の支援
市民ニーズにあった講座を実施するなど，生涯学習講座の充実を図ります。

また，市美術展やコンサートなど文化芸術に接する機会の充実を図るとともに，児童や青

少年の居場所づくり，体験学習などの機会の確保・充実に取り組みます。

さらに，家庭教育や人権教育啓発に係る事業を効果的に展開するとともに，図書館利用に

おいては，市民の要望や意見等を取り入れながら利便性を高め，利用者の増加と読書活動の

充実に努めます。

＜施策の目標（目指す姿）＞

誰もが生涯を通じて学び，活動し，生きがいを感じ，輝いています
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項目 主な内容 

(1) 教職員の指導力の向上
 ○学校訪問指導や研修会の充実 
○市内小・中学校の自主的な教育研究グループの支援 
○研究指定校研究会における成果の普及 

(2) 開かれた学校づくり
 

 

○ホームページや学校便り，江田島市広報などによる各学校の

取組や現状について積極的な情報発信 
○大柿高等学校と市内中学校との連携を充実させ，大柿高等学

校の活性化を支援 

(3) 学校・家庭・地域の連

携による教育活動の推

進 

○小・中学校の連携による教育活動の推進 
○学校・家庭・地域と連携したボランティア活動など体験活動

の充実 
○生徒指導上の諸問題や不登校児童生徒への対応における関

係機関等との連携の充実 

＜生涯学習課＞ 

生活の基盤となる豊かな家庭づくり 

 

１ 家庭・地域が連携した教育力の育成 

日常生活や地域における様々な営みは，子どもの知・徳・体・食のバランスのとれた発達

や，郷土を愛する心の育成などに大きく影響することを踏まえ，家庭の教育力の向上や学

校・家庭・地域が連携した教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

(1)家庭の教育力の向上 ○ＰＴＡ対象の家庭教育に係る講演，研修等の機会の提供，

支援 
(2)学校・家庭・地域の連携

による教育活動の推進 ○ＰＴＡ活動及び子ども会活動等の支援 

３ 教育環境の整備 

児童・生徒の安全の確保といきいきと学び，活動できる学校づくりを進めていくため，学

校施設の計画的な整備・改善や学校の再編，通学路の安全確保などに取り組みます。 

項目 主な内容 

(1)子どもの安全・安心と健

康の確保
 

 

○通学路における歩道の設置や改善，交通安全施設の整備など

総合的な対策の推進 
○お知らせや緊急情報などのメール配信サービスの構築，運用 

(2)学校施設等の計画的な整 
 備 

○校舎や屋内運動場の耐震大規模改修及び改築の実施 
○安全でおいしい給食を効率的に提供するために，学校給食
共同調理場を整備  

(3)学校規模の適正化 

○円滑な学校統合に向けた調整や教育環境の整備，取組状況に

ついての積極的な情報発信 
○遠距離通学の児童・生徒に対するスクールバス運行や路線バ

ス通学に対する支援 

２ 「生きる力」の基礎的資質の育成 

子どもの「生きる力」をはぐくんでいくため，基本的生活習慣や生命を尊重する心など基

礎的資質を育成するとともに，読書力の基盤づくりを進めます。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 
(1)基本的生活習慣や生命を

尊重する心などの基礎的

資質の育成 
○家庭教育に関する学習機会の充実・支援 

(2)読書力を高める基盤づく 
 り 

○読書力を育成するため，豊かな機能を備えた図書館の整

備・充実 
○幼児期からの読書週間育成のための取組の充実 

 

３ 愛情豊かな家庭づくり 

家庭は教育の原点であることを踏まえ，愛情豊かな家庭づくりを推進するため，家庭教育

に関する様々な情報提供や学習機会，相談体制の充実を図るとともに，親子や家族が楽しみ

ながらふれあえる活動機会の提供に努めます。 
項目 主な内容 

ふれあいのある家庭づくりの

支援 

○親子または子どもたちが主体的に参加できる自然体験や

歴史・文化体験などの機会の充実 
○地域における伝統行事などの活性化を図るとともに，親子

や家庭での参加促進 
 
学びつつ生きる教育力豊かな地域づくり 

 
１ 学びつつ生きる充実した人生の実現 

学びつつ生きる充実した人生の実現を目指し，主体的学習活動を支援する情報の収集と提

供を図るとともに，地域の様々な学習ニーズに対応する教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

市民の様々な学習ニーズに対

応する教育活動の推進 

○市民ニーズを踏まえ，公民館活動の充実や生涯学習セミ

ナー，芸術・文化にふれあう機会の確保 
○社会の進展に伴う，市民の様々なニーズに対応する教育

活動の推進 
 
２ 教育力豊かな地域づくり 

教育力豊かな地域づくりを目指すために，関係機関と連携し，拠点となる施設の整備とネ

ットワーク化を促進するとともに，地域の自然や歴史文化の継承と活用，学校・家庭・地域

が連携した教育活動を推進します。 

【主な取組】

●市民ニーズに応じた生涯学習の支援や
交流機会の提供

生きがい，心豊かさ及び健康増進を図るための学習機会
を設け，市民ニーズに応じた多様な講座を開催します。

●講演等による人権教育の推進 講演会などを開催し，市民の人権意識の高揚を図ります。

●公立図書館の連携や年齢 ・ 世代別及
び障害のある方など利用者に応じた図
書館サービスの充実

公立図書館などとの連携による図書館機能の充実や，市
民読書グループの育成などによる，利用しやすい図書館
を目指します。

●文化芸術を鑑賞する機会の確保
創作活動の振興と，優れた作品を鑑賞する場を設け，豊
かな感性と確かな教養を培う機会を提供し，文化芸術の
向上に寄与します。

●�家庭教育支援事業の推進及び放課後
の遊びや生活の場の確保

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対して，
遊びや生活の場を提供し，児童の健全育成を図ります。

２　社会教育施設の整備
生涯学習の活動拠点となっている施設・備品の老朽化等により，管理運営に課題が生じて

いる現状を踏まえ，計画的な改修・修繕や有効活用を進めるとともに，社会教育施設の再編・

整備について検討します。

【主な取組】

●社会教育施設の効率的な管理運営
様々な学習ニーズに対応する生涯学習拠点の管理運営を行
います。

３　伝統文化・文化財の保存
市民の文化財についての興味や関心を高めるとともに，本市外の人々の関与も考慮しつつ，

伝統文化や文化財の保存などに関わる団体を支援していきます。

今後も，文化財の保存・管理を適切に行い，地域の宝である文化財を次世代に継承してい

きます。

【主な取組】

●�文化財や伝統文化 ・ 芸能の保存 ・
継承

江田島市文化協会・江田島伝統芸能保存会の活動を支援します。

●歴史講座や関係企画展等の開催
古文書解読研修会の開催などにより， 市民の文化財に対する関
心を高め， 保護 ・保存の意識啓発を行います。

●歴史 ・郷土施設の活性化
ものづくり教室 ・企画展などの充実や所蔵資料の整理等を行い，
活性化を図ります。
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スポーツの推進

１　スポーツ・レクリエーションの普及・推進
各種スポーツ大会において，スポーツ推進委員や運動普及推進員などと連携し，体力つく

りや健康づくりの普及・推進を図ります。

統合型地域スポーツクラブについては，市民ニーズに対応した運営を行うために，事務局

体制の強化や指導者のスキルアップ，運営プログラムの充実などを図っていくとともに，市

体育協会，スポーツ少年団など地域団体と連携し充実に努めます。

【主な取組】

●地域スポーツの推進
気軽にスポーツを楽しめるよう，スポーツに関する意識啓
発や，取り組むきっかけづくり，目的に応じたスポーツの
普及推進を図ります。

●ジュニアスポーツの推進
市スポーツ少年団を支援し，ジュニアスポーツの推進に努め
ます。

●競技スポーツの推進 市体育協会を支援し，競技スポーツの推進に努めます。

●マラソン大会などのスポーツイベント
　 の開催

日本陸上競技連盟公認種目に位置づけた大会を開催し，競
技力の向上に寄与するとともに，併せて特産品まつりを開
催し，都市住民との交流を通した地域の活性化を図ります。

２　社会体育施設の整備
スポーツ活動の場となっている施設・備品の老朽化等により，管理運営に課題が生じてい

る現状を踏まえ，計画的な改修・修繕や有効活用を進めるとともに，スポーツ・レクリエー

ション施設などの再編・整備について検討します。

【主な取組】

●スポーツ施設の効率的な管理運営
スポーツ施設や備品の計画的な改修・修繕を進め，利用促
進を図ります。

里海教育

＜施策の目標（目指す姿）＞

自然に親しみ，知的好奇心や探究心が育まれ，生命を尊び，自然を大切にし，
郷土を愛する豊かな心が育っています。

＜施策の目標（目指す姿）＞

誰もが，興味や体力等に応じて，スポーツ・レクリエーションに親しんでいます
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１　「里海」を教育資源とした特色ある教育の推進
大柿自然環境体験学習交流館（さとうみ科学館）において，「里海」を教育資源とした本

市ならではの「特色ある教育」を推進し，学校教育・社会教育の両面から，幅広い年齢層を

対象とした自主的・継続的な理科教育・環境教育の充実に努めます。自然体験活動や調査・

研究活動（科学研究）などを通じて，ふるさとの自然に対する知的好奇心や探究心，実感を

ともなった豊かな自然観を育成し，問題解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組

む態度を育てます。また，生命を尊び，ふるさとの自然を大切にし，郷土を愛する豊かな心

を育む教育活動を推進します。

【主な取組】

●�地域の自然資源の調査研究による
自然資源の発見 ・継承

江田島市周辺の海産生物相や観察に適したフィールドの把
握を行い，教育活動に活用します。

●� 「里海」 を教育資源とした自然体験
活動の充実

海辺の生き物を観察する自然観察会や研修会などを行います。

●�幅広い年齢層を対象とした自然体
験 ・科学体験の場や機会の提供

関係機関と連携したイベントを実施し，幅広いニーズへの対
応を図ります。

●�主体的 ・ 継続的な探究活動 「課題
発見 ・解決学習」 の推進

学校における「科学研究」の取組を推進します。

●学校における自然体験活動の推進
小学 5 年生を対象とした江田島里海学習（マリン・アドベ
ンチャー）などを実施します。

●学校と連携した理科教育の推進
小中学校の理科教育を推進し，教職員の指導力向上と児童
生徒の学力向上を図ります。

２　「海を活用した知の拠点」としての施設整備と事業の充実
「海辺の自然について学ぶなら江田島市へ」という認知度を高め，人が集い，交流しなが

ら学び，楽しむことができる「海を活用した知の拠点」としての施設整備と事業の充実を図

ることで，利用者の利便性向上と幅広いニーズへの対応を図ります。

【主な取組】

●館リニューアル整備の検討
さとうみ科学館の今後の役割と，施設内容や整備の在り方
について検討を行います。

●理科センター機能の充実
理科教育の支援及び自然体験学習拠点としての整備と事業
の充実を図ります。

●自然史博物館機能の充実
地域の自然に関する調査研究と資料収集・教育普及を行う
施設としての整備と事業の充実を図ります。

●� 「里海」 をテーマとした観光 ・ 交流
機能の充実

教育プログラムを観光資源とした観光・交流拠点としての
整備と事業の充実を図ります。
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令和４年度江田島市教育委員会　経営計画

　子どもたちが夢や目標を持って学び，育ち，市民一人ひとりが，生涯を通じて，学び，活動
し，生きがいを感じ輝くことは，豊かな暮らしの基盤となる。
　このため，学校教育では，児童生徒が生涯を生き抜く力，社会で活躍するために必要な資
質・能力の育成を義務教育の使命とし，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバラン
スよく育成し，その水準の向上に努める。
　また，生涯学習では，公民館活動などの社会教育をはじめ，スポーツ振興における普及・啓
発活動や，文化・芸術・スポーツにおける学習機会の確保と社会教育施設の整備・充実に努め
る。
　さらに，里海教育では，自然体験活動や探究活動など，自然に親しみ，自然に学ぶ場や機会
の整備・充実に努める。
　これらの理念を合わせることで，相乗効果を生み，「人が育ち，輝くまち」を目指す。

Ⅰ　使命

Ⅱ　めざす姿

Ⅲ　現状分析

【児童生徒像】
○�生涯を生き抜く力である「知（確かな学力）」「徳（豊かな心）」「体（健やかな体）」が
バランスよく育成されるとともに，それらを活用する力や社会性が育成されている。また，
生命を尊び，自然を大切にし，郷土を愛する豊かな心が育成されている。

【学校像】
○�組織的な学校体制のもとで，教職員を育成し，学校・家庭・地域の連携により，信頼される
安全・安心な学校づくりを目指している。　

【市民像】
○�文化・芸術・スポーツ等の生涯学習活動において，市民一人ひとりが，生きがいを感じ，生
き生きと暮らしている。

【学校教育】
○�教職員の懲戒処分については，令和３年度も発生していないが，不十分な教科指導及びテス
ト未実施・未返却事案等，懲戒処分につながりかねない事案が数件あった。

　（令和元年度及び令和２年度は発生していない。）
○�令和３年度江田島市小中学校学力調査の全国平均以上の平均正答率については，小学校国語
は第４・５学年，算数は第１・４・５・６学年，中学校国語は第２学年であった。

○�令和３年度全国学力・学習状況調査　児童生徒質問紙において，小学校及び中学校の家庭学
習の時間は全国平均値と比較し，下回った。（小学校▲0.9%，中学校▲9.3%）

○�生徒指導上の諸問題において，令和３年度不登校児童生徒の割合は，小学校0.86％（6
人），中学校5.08％(18人）である。

　（令和２年度不登校児童生徒の割合　小学校0.69％（5人），中学校3.33％(13人））
○��令和３年度体力・運動能力調査の全国平均以上の種目数の割合は，38.9％である。
　（令和元年度体力・運動能力調査の全国平均以上の種目数の割合　61.8％）
　�「運動やスポーツが好き」に対して，肯定的に答える児童生徒の割合は，小・中学校とも広
島県の結果数値を全て上回った。（小学校男子＋2.0%，女子＋9.5%，中学校男子＋3.8%，女
子＋6.5%）

【生涯学習】
○�令和３年度の生涯学習講演会，市美術展，ふれあいコンサートの来場者について「とても満
足した」の割合は，52％であった。（来場者アンケート）※人権学習講演会中止

○�スポーツセンターの令和３年度利用者数は18,006人，総合運動公園の利用者数は，7,283人
である。

○図書館の令和３年度年間貸出数は63,617冊，来館者数は26,966人である。
　（大柿図書室は令和２年度～４年度中休館のため含まない。）
【里海教育】
○さとうみ科学館の令和３年度来館者数は，2,034人である。
　(館外事業・入館事業を含む総利用者数は，3,122人である。)
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中期経営目標 短期経営目標 具体的な取組・方策

学
校
教
育

信頼される

学校づくり

を推進する。

教職員による不祥事

を０（ゼロ）にする。

○　�服務研修の充実に向けて，校長会，教頭・事務長会におい
て外部講師を招聘し講話を行う。

○　�５月を「不祥事根絶強化月間」とし，教育課程の確実な実
施に向けて指導助言を行う。

○　�全児童生徒，保護者，教職員に「体罰」「セクシュアル・ハ
ラスメント」のアンケートを毎学期実施する。

○　�学校における「働き方改革」及び開かれた学校づくりの推
進 (HP の充実等 )に向けて，主催研修等において指導助言
を行う。

児童生徒の

学力の向上

を図る。

習得した知識・技能

を活用する力を向上

させる。

○　�主体的・対話的で深い学びの視点に基づいた授業改善が組
織的に推進されるよう，「『学びの変革』推進協議会」を活
用し，指導助言を行う。

○　�教務主任研修等において，外部講師を招聘する等基礎学力
向上に向けた取組を組織的に行うよう指導を行う。

○　�家庭での学習習慣の確立に向けて，自己教育力を育成する
家庭学習の取組を進め，指導助言を行う。

児童生徒の

豊かな心を

育成する。

不登校児童生徒への

取組を充実させる。

○　�不登校やいじめ防止につながるアンケートを実施し，教育
相談体制が充実するよう指導助言を行う。

○　�不登校傾向の児童生徒の状況把握及び実態に応じた指導助
言を行うとともに，不登校児童生徒の状況が改善するよう，
関係者会議の開催及びＳＳＲ等の環境整備を行う。

○　�生徒指導主事研修を活用し，不登校となった児童生徒への
支援及び不登校の未然防止に係る指導助言を行う。

児童生徒の

体力向上を

図る。

運動習慣の確立に向

けた取組を充実させ

る。

○　�小学校においては「体力のあゆみ」等を効果的に活用し，
中学校においては，委員会活動を通じた生徒主体の体力づ
くりの取組を進める等，個の目標に向けて体力づくりを継
続的に行えるよう指導を充実させる。

○　�体育科授業において，体力向上に係る取組が充実するよう，
主催研修及び「江田島市体力向上推進協議会」を活用し，
指導助言を行う。

○　�児童生徒の食生活が充実するよう，学校・家庭・地域が一
体となった食育推進に係る指導助言を行う。

生
涯
学
習

魅力ある事

業づくりを

推進する。

実施事業に対する満

足感の向上を図る。

○　�市民ニーズを捉え，様々な学びに対する関心を高める企画内
容とする。

○　�事前準備や運営に係る調整を徹底し，円滑な運営に努める。
○　�学校や関係団体と連携を図ると共に，市広報やＳＮＳだけ

でなく，他部署の広報媒体なども活用し，ＰＲの強化を図る。

健康づくり，

体力つくり

を推進する。

公共スポーツ施設の

利用促進を図る。

○　�スポーツ推進委員や関係団体等と連携し，総合運動公園や
スポ―ツセンターを活用した生涯スポーツ体験会を開催す
る。

○　�体育協会，ｅスポーツクラブ，スポーツ少年団への加入・
参加を推進する。

○　�ＨＰ・広報等を活用し，社会体育施設や活動をＰＲする。

図書館の充

実を図る。

図書館年間貸出冊数

及び来館者数の増加

を図る。

○　�｢スタンプラリー ｣「読書貯金通帳」の活用や，参加型講座，
読み聞かせ等の実施により，自主的な読書活動を促す。

○　�「子ども司書」養成講座を実施する。
○　�窓口拡大サービスや，施設利用に関するチラシ等を関係施設

へ配布・掲示するなど，ＰＲの強化に努める。

里
海
教
育

さとうみ科

学館の認知

度を高める。

さとうみ科学館の利

用者の増加を図る。

○　�土日開館（毎月１回）を試験的に実施する（実証実験）。
○　�観察会・研修会や館内見学の実施方法を工夫することで，事

業への参加や来館しやすい環境づくりを行う。
○　�広報紙やＳＮＳ，地域おこし協力隊等の活用により，ＰＲ

強化を図る。

　Ⅳ　目標及び取組
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令
和
４
年
度
　
自
　
己
　
評
　
価
　
表

江
田

島
市

教
育

委
員

会

中
期
経
営
目
標

短
期
経
営
目
標

評
　
　
価
　
　
項
　
　
目

評
価
指
標

実
績
値

目
標
値

評
　
　
　
　
価

（
自
己
評
価
の
結
果
）

改
　
善
　
策

令
和

3
年
度

令
和
４
年
度

学　 校　 教　 育

信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

教
職
員
に
よ
る
不

祥
事
を
０
（
ゼ
ロ
）

に
す
る
。

○
 
�服
務
研
修
の
充
実
に
向
け
て
，
校
長
会
，
教
頭
・
事
務
長
会
に
お
い
て
外
部

講
師
を
招
聘
し
講
話
を
行
う
。

○
 
�５
月
を
「
不
祥
事
根
絶
強
化
月
間
」
と
し
，
教
育
課
程
の
確
実
な
実
施
に
向

け
て
指
導
助
言
を
行
う
。

○
 
�全
児
童
生
徒
，
保
護
者
，
教
職
員
に
「
体
罰
」
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
学
期
実
施
す
る
。

○
 
�学
校
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」
及
び
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

(
H
P

の
充
実
等

)
に
向
け
て
，
主
催
研
修
等
に
お
い
て
指
導
助
言
を
行
う
。

懲
戒
処
分
件
数

０
件

０
件

児
童
生
徒
の

学
力
の
向
上

を
図
る
。

習
得
し
た
知
識
・

技
能
を
活
用
す
る

力
を
向
上
さ
せ

る
。

○
 
�主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
に
基
づ
い
た
授
業
改
善
が
組
織
的
に

推
進
さ
れ
る
よ
う
，
「
『
学
び
の
変
革
』
推
進
協
議
会
」
を
活
用
し
，
指
導
助

言
を
行
う
。

○
 
�教
務
主
任
研
修
等
に
お
い
て
，
外
部
講
師
を
招
聘
す
る
等
基
礎
学
力
向
上
に

向
け
た
取
組
を
組
織
的
に
行
う
よ
う
指
導
を
行
う
。

○
 
�家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
確
立
に
向
け
て
，
自
己
教
育
力
を
育
成
す
る
家
庭
学

習
の
取
組
を
進
め
，
指
導
助
言
を
行
う
。

江
田
島
市
小
中
学
校
学

力
調
査
（
標
準
学
力
調

査
）
の
平
均
正
答
率
（
全

国
値
と
の
比
較
）

平
均
正
答
率
が
全
国
平
均

値
を
上
回
っ
た
学
年
の
数

小
・
国
語
（
２
）

小
・
算
数
（
４
）

中
・
国
語
（
１
）

中
・
数
学
（
０
）

平
均
正
答
率
が
全
国
平
均

値
を
上
回
っ
た
学
年
の
数

小
・
国
語
（
５
）

小
・
算
数
（
５
）

中
・
国
語
（
２
）

中
・
数
学
（
１
）

児
童
生
徒
の

豊
か
な
心
を

育
成
す
る
。

不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
取
組
を
充
実

さ
せ
る
。

○
 
�不
登
校
や
い
じ
め
防
止
に
つ
な
が
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
教
育
相
談
体

制
が
充
実
す
る
よ
う
指
導
助
言
を
行
う
。

○
 
�不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
の
状
況
把
握
及
び
実
態
に
応
じ
た
指
導
助
言
を
行

う
と
と
も
に
，
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
が
改
善
す
る
よ
う
，
関
係
者
会
議

の
開
催
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｒ
等
の
環
境
整
備
を
行
う
。

○
 
�生
徒
指
導
主
事
研
修
を
活
用
し
，
不
登
校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
へ
の
支
援
及

び
不
登
校
の
未
然
防
止
に
係
る
指
導
助
言
を
行
う
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
割

合
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合

小
：
0
.
8
6
％

 （
6
人
）

中
：
5
.
0
8
％

（
1
8
人
）

小
：
0
.
4
2
％

（
3
人
）

中
：
2
.
5
4
％

（
9
人
）

不
登
校
の
状
況
が
改
善

し
た
児
童
生
徒
の
割
合

欠
席
率
又
は
授
業
等
の
参

加
状
況
が
改
善
し
た
割
合

小
・
中
：
5
0
％

児
童
生
徒
の

体
力
向
上
を

図
る
。

運
動
習
慣
の
確
立

に
向
け
た
取
組
を

充
実
さ
せ
る
。

○
 
�小
学
校
に
お
い
て
は
「
体
力
の
あ
ゆ
み
」
等
を
効
果
的
に
活
用
し
，
中
学
校

に
お
い
て
は
，
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
生
徒
主
体
の
体
力
づ
く
り
の
取
組
を

進
め
る
等
，
個
の
目
標
に
向
け
て
体
力
づ
く
り
を
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
指

導
を
充
実
さ
せ
る
。

○
 
�体
育
科
授
業
に
お
い
て
，
体
力
向
上
に
係
る
取
組
が
充
実
す
る
よ
う
，
主
催

研
修
及
び
「
江
田
島
市
体
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
活
用
し
，
指
導
助
言
を

行
う
。

○
 
�児
童
生
徒
の
食
生
活
が
充
実
す
る
よ
う
，
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
食
育
推
進
に
係
る
指
導
助
言
を
行
う
。

「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が

好
き
」
に
対
し
て
，
肯

定
的
に
答
え
る
児
童
生

徒
の
割
合

令
和

３
年

度
江

田
島

市
（

％
）

男
子

女
子

小 ５
9
6
.
1

(
＋

2
.
0
)

9
6
.
6

(
＋

9
.
5
)

中 ２
9
3
.
4

(
＋

3
.
8
)

8
8
.
5

(
＋

6
.
5
)

※
(
 
)
内

は
県

と
の

比
較

令
和

４
年

度
江

田
島

市
（

％
）

男
子

女
子

小 ５
県

(9
5％

以
上

)
県

(9
5％

以
上

)

中 ２
県

(9
0％

以
上

)
県

(9
0％

以
上

)

生　 涯　 学　 習

魅
力
あ
る
事

業
づ
く
り
を

推
進
す
る
。

実
施
事
業
に
対
す

る
満
足
感
の
向
上

を
図
る
。

○
 
�市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
，
様
々
な
学
び
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
企
画
内
容
と
す

る
。

○
 
�事
前
準
備
や
運
営
に
係
る
調
整
を
徹
底
し
，
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
。

○
 
�学
校
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
る
と
共
に
，
市
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
な
く
，

他
部
署
の
広
報
媒
体
な
ど
も
活
用
し
，
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
る
。

と
て
も
満
足
し
た
来
場

者
割
合

（
生
涯
学
習
講
演
会
・

人
権
学
習
講
演
会
・
市

美
術
展
・
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
の
平
均
値
）

5
2
％

5
5
％

健
康
づ
く
り
，

体
力
つ
く
り

を
推
進
す
る
。

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
利
用
促
進
を

図
る
。

○
 
�ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
，
総
合
運
動
公
園
や
ス
ポ
―

ツ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開
催
す
る
。

○
 
��体
育
協
会
，
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
，
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
加
入
・
参
加
を

推
進
す
る
。

○
 
�Ｈ
Ｐ
・
広
報
等
を
活
用
し
，
社
会
体
育
施
設
や
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
利

用
者

総
合
運
動
公
園
利
用
者

1
8
,
0
0
6
人

7
,
2
8
3
人

2
4
,
0
0
0
人

1
3
,
0
0
0
人

図
書
館
の
充

実
を
図
る
。

図
書
館
年
間
貸
出

冊
数
及
び
来
館
者

数
の
増
加
を
図

る
。

○
 
�｢
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

｣「
読
書
貯
金
通
帳
」
の
活
用
や
，
参
加
型
講
座
，
読
み

聞
か
せ
等
の
実
施
に
よ
り
，
自
主
的
な
読
書
活
動
を
促
す
。

○
 
�
「
子
ど
も
司
書
」
養
成
講
座
を
実
施
す
る
。

○
 
�窓
口
拡
大
サ
ー
ビ
ス
や
，
施
設
利
用
に
関
す
る
チ
ラ
シ
等
を
関
係
施
設
へ
配
布
・

掲
示
す
る
な
ど
，
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
る
。

年
間
貸
出
冊
数

年
間
来
館
者
数

※
大
柿
図
書
室
は
計
画
期
間

中
休
館
の
た
め
含
ま
な
い

6
3
,
6
1
7
冊

2
6
,
9
6
6
人

7
6

,0
00

冊

3
3

,0
00

人

里 海 教 育

さ
と
う
み
科

学
館
の
認
知

度
を
高
め
る
。

さ
と
う
み
科
学
館

の
利
用
者
の
増
加

を
図
る
。

○
 
土
日
開
館
（
毎
月
１
回
）
を
試
験
的
に
実
施
す
る
（
実
証
実
験
）
。

○
 
�観
察
会
・
研
修
会
や
館
内
見
学
の
実
施
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
事
業
へ

の
参
加
や
来
館
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
。

○
 
��広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
，
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
活
用
に
よ
り
，
Ｐ
Ｒ
強
化
を

図
る
。

来
館
者
数

（
教
育
事
業
・
一
般
来

館
含
む
）

来
館
者
数

2
, 0
3
4
人

来
館
者
数

3
,
0
0
0
人
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事業の目的

事業の内容

キャリア教育推進事業 予算額　10万円
継続事業

　児童生徒が社会人・職業人として自立していくために必要な意欲・態度や

能力を育成するため，３日間の職場体験学習（キャリア･スタート･ウィーク）

などの取り組み等を通して発達段階に応じたキャリア教育の推進を図る。

　ふるさとを愛する豊かな心を養うとともに，将来，地域の発展に貢献でき

る児童生徒を育成するための各学校における取組に対して補助金を交付し，

児童生徒がふるさとを実感する教育活動の展開を支援する。

社会人・職業人として必要な資質・能力の育成

上級学校，社会

家庭の教育力

勤労観，職業観の育成

キャリア･スタート･ウィーク

（中学２年生）

家　庭

保護者

ＰＴＡ

　　等

地域の教育力
地　域

地元企業

社会教育団体

　　　　　等

中学校

小学校

就学前

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

事業の目的　　　　　

ふるさと実感事業 予算額　100万円
継続事業

事業の内容

（１）学校が行う地域貢献の支援「ぼくもわたしも江田島市民！」

　　　・中学校区で小中学生がボランティア清掃を行う。

　　　・地域の行事に積極的に参加する。

（２）学校が行う地域学習の支援「江田島っていいな！」

　　　・地域のことを学ぶため，学校から出て，地域で学ぶ。

　　　・地域人材をゲストティーチャーとして招聘する。

（３）講演会の開催「ようこそ先輩！」

　　　・地元出身で活躍している先輩を招聘し，講演を聞く。

　　　・地元出身で活躍している先輩による授業を行う。

６　主要教育行政施策の概要

 

人人
がが
育育
ちち

輝輝
くく
まま
ちち	
 	
 

江
田
島
市
教
育
大
綱
（
Ｒ
２
～
Ｒ
６
）

第
二
次
江
田
島
市
総
合
計
画
（
Ｈ
27
～
Ｒ
６
）

１ 学校教育の内容
・ふるさと実感事業(継続) 地域の教育資源の活用や地域貢献等の体験活動の充実

・キャリア教育推進事業(継続) 夢や希望，勤労観・職業観を育む教育の実施

・特別支援教育推進事業(継続) 一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育を支援

・国際教育事業(継続)小中学校の英語（外国語）教育の充実，ALT（3名）の配置

・外国語指導事業（継続）実用英語技能検定の検定料の助成

・ＩＣＴ教育事業(継続) ＩＣＴ機器（タブレット端末）を用いた授業実践の研究

・ＩＣＴ活用事業(継続) 校務支援システムの導入による事務処理の効率化を図る

２　学校と地域・家庭との信頼関係
・学校経営支援事業(継続) 地域や学校の特色を生かした個性的な教育活動の支援

・研究指定校事業(一部新規) 県の研究指定校事業の実施

・教育研究グループ支援事業(継続) 教育課題の実践的研究，教員リーダーの育成

・大柿高等学校サポート事業(継続)大柿高等学校の地域に根ざした教育活動及び中
高連携の充実

３ 学校施設の整備
・学校メール配信サービス運用事業(継続) 緊急情報等のメール配信サービスの運用

・通学支援事業(継続) 統合や自転車通学解消のための遠距離通学支援

・学校教育施設整備事業(一部新規) 学校施設の計画的な整備

学
校
教
育
の
充
実

１ 生涯学習活動の支援
・生涯学習推進事業(継続) 市民が生き生きと前向きな生活が送られるよう，講演会

などを開催

・家庭教育推進事業(継続) 家庭教育に係る学習機会の提供支援

・人権学習講演会開催事業(継続) 市民一人一人が学び考える機会とし，人権感覚の
高揚を図る

・人権に関する作品募集事業（継続）小中学生から人権をテーマとした絵画・作文
を募集し，人権感覚を涵養

・文化・芸術鑑賞事業(継続)優秀な美術・演劇・音楽に接し，感性や教養を深める

・文化・美術振興事業(継続) 市民の芸術・文化活動の活性化促進

・放課後児童健全育成事業(継続) 放課後等に安全・安心な子どもの活動拠点を設
け，児童の健全育成を図る

２ 社会教育施設の整備
・公民館管理運営事業(継続) 市民の自主学習活動を支援し，地域交流の拠点とする

・図書館管理運営事業(継続) 市民の読書活動・コミュニティの場，情報発信の拠点

３ 伝統文化・文化財の保存
・伝統文化継承事業(継続) 郷土の伝統芸能や文化財の継承・市民へ文化意識の涵養

・ふるさと再発見事業(継続) 歴史をキーワードにふるさとの素晴らしさを再発見し
てもらう機会を提供

生
涯
学
習
の
充
実

１ スポーツ・レクリエーションの普及・振興
・市民スポーツ推進事業(継続) 市民の体力・健康づくりの推進と市民交流の促進

・マラソン大会開催事業事業(継続) 都市との交流や健康づくりを図るファミリー
マラソン大会の実施

２ 社会体育施設の整備
・市民プール開放事業(継続) 市民の体力・健康づくり及び生涯スポーツの振興を図

る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

１ 「里海」を教育資源とした特色ある教育の推進
・里海学習推進事業（継続） 「里海」を教育資源とした自然体験活動を通じて豊か

な心の醸成を図る

・理科教育推進事業（継続） 小中学校の理科教育を推進し，学力向上を図る

２ 「海を活用した知の拠点」としての施設設備と事業の充実
「海を活用した知の拠点」としての施設整備と事業の充実を図る

里
海
教
育
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事業の目的

事業の内容

キャリア教育推進事業 予算額　10万円
継続事業

　児童生徒が社会人・職業人として自立していくために必要な意欲・態度や

能力を育成するため，３日間の職場体験学習（キャリア･スタート･ウィーク）

などの取り組み等を通して発達段階に応じたキャリア教育の推進を図る。

　ふるさとを愛する豊かな心を養うとともに，将来，地域の発展に貢献でき

る児童生徒を育成するための各学校における取組に対して補助金を交付し，

児童生徒がふるさとを実感する教育活動の展開を支援する。

社会人・職業人として必要な資質・能力の育成

上級学校，社会

家庭の教育力

勤労観，職業観の育成

キャリア･スタート･ウィーク

（中学２年生）

家　庭

保護者

ＰＴＡ

　　等

地域の教育力
地　域

地元企業

社会教育団体

　　　　　等

中学校

小学校

就学前

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

事業の目的　　　　　

ふるさと実感事業 予算額　100万円
継続事業

事業の内容

（１）学校が行う地域貢献の支援「ぼくもわたしも江田島市民！」

　　　・中学校区で小中学生がボランティア清掃を行う。

　　　・地域の行事に積極的に参加する。

（２）学校が行う地域学習の支援「江田島っていいな！」

　　　・地域のことを学ぶため，学校から出て，地域で学ぶ。

　　　・地域人材をゲストティーチャーとして招聘する。

（３）講演会の開催「ようこそ先輩！」

　　　・地元出身で活躍している先輩を招聘し，講演を聞く。

　　　・地元出身で活躍している先輩による授業を行う。

６　主要教育行政施策の概要
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● 関係機関，専門家等と連携した就学前の

教育相談の充実
● 就学時検診の実施
● 教育支援委員会の開催
● 専門家による教育巡回相談の実施
● 呉特別支援学校江能分級での教育相談の

実施

● 特別支援教育コーディネーター研修会な

どの実施

● 指導主事の派遣

● 専門家による講演会の実施

● 特別支援教育の理解における保護者との

連携

● 特別支援教育に関する情報提供の充実

● 市費講師，学生支援員の配置による支援体

制の整備
● 校内委員会の設置・充実
● 教材，備品の充実
● 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の

作成
● 特別支援学校との連携の充実

一貫した支援体制の整備 校内支援体制の充実

教員の専門性の向上
特別支援教育に
関する普及啓発

特別支援教育の推進
～一人ひとりのニーズに応じた教育的支援～

特別支援教育推進事業  予算額　 90万円
継続事業

　ＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害），高機能自閉症等

（以下「ＬＤ等」）を含む障害のある幼児・児童・生徒に適切な指導や必要

な支援を行うとともに，一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな教育

を実施する。

事業の目的

事業の内容

事業の目的

事業の内容

 外国語指導助手（ＡＬＴ）を３名派遣し，小学校及び中学校における英語

教育の充実を図るとともに，ネイティブな発音にふれ，外国の文化や習慣と

慣れ親しむことを目的に実施する。

国際教育事業
継続事業

予算額　1,361万円

中学校における英語教育

小学校における英語教育

● 言語や文化に対する理解の深化
● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
● コミュニケーション能力（聞くこと・話すこと・読むこと・書く
　こと）の育成
● 国際感覚を養う

● 発達段階に応じた授業
● 言語や文化に対する体験的な理解
● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
● コミュニケーション能力（聞くこと・話すこと・読むこと・書くこと）
　の基礎の育成

小学校から中学校への

円滑なバトンタッチ

英語教育の充実により児童生徒の国際感覚を養う

スタートカリキュラム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｋ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｊ学校

10校学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｂ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ａ学校

各学校における学校経営計画による具体的な取組・方策

江田島市小中学校の教育水準の向上

　学校評価の結果に応じて，学校を支援することにより，一定水準の教育の

質を保証し，その向上を図る。配分する額は申請内容に応じて決定する。

（対象校　10校）

事業の内容

　各学校の令和４年度学校経営計画における具体的な取組・方策に対する支

援を行うために補助金を交付する。
事業の目的

継続事業
予算額　120万円学校経営支援事業

指導・助言共同研究
江田島市教育委員会

【五省塾】
１万円

【さとうみ勉強会】
１万円

教育研究グループ

年間を通して

実 践 的 研 究

（例）

江田島市の核となる教員リーダーの育成

　複数校の教員で構成し，江田島市教育委員会の指導主事等の指導のもとに

研究を進める。
事業の内容

上や教職員としての資質・能力のさらなる向上に資する。

　教職員として求められる専門的な研究推進に向け，教職員が自主的に構成

する研究グループの活動を奨励・支援することにより，さらなる指導力の向
事業の目的

予算額　　2万円
継続事業

教育研究グループ支援事業
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● 関係機関，専門家等と連携した就学前の

教育相談の充実
● 就学時検診の実施
● 教育支援委員会の開催
● 専門家による教育巡回相談の実施
● 呉特別支援学校江能分級での教育相談の

実施

● 特別支援教育コーディネーター研修会な

どの実施

● 指導主事の派遣

● 専門家による講演会の実施

● 特別支援教育の理解における保護者との

連携

● 特別支援教育に関する情報提供の充実

● 市費講師，学生支援員の配置による支援体

制の整備
● 校内委員会の設置・充実
● 教材，備品の充実
● 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の

作成
● 特別支援学校との連携の充実

一貫した支援体制の整備 校内支援体制の充実

教員の専門性の向上
特別支援教育に
関する普及啓発

特別支援教育の推進
～一人ひとりのニーズに応じた教育的支援～

特別支援教育推進事業  予算額　 90万円
継続事業

　ＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害），高機能自閉症等

（以下「ＬＤ等」）を含む障害のある幼児・児童・生徒に適切な指導や必要

な支援を行うとともに，一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな教育

を実施する。

事業の目的

事業の内容

事業の目的

事業の内容

 外国語指導助手（ＡＬＴ）を３名派遣し，小学校及び中学校における英語

教育の充実を図るとともに，ネイティブな発音にふれ，外国の文化や習慣と

慣れ親しむことを目的に実施する。

国際教育事業
継続事業

予算額　1,361万円

中学校における英語教育

小学校における英語教育

● 言語や文化に対する理解の深化
● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
● コミュニケーション能力（聞くこと・話すこと・読むこと・書く
　こと）の育成
● 国際感覚を養う

● 発達段階に応じた授業
● 言語や文化に対する体験的な理解
● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
● コミュニケーション能力（聞くこと・話すこと・読むこと・書くこと）
　の基礎の育成

小学校から中学校への

円滑なバトンタッチ

英語教育の充実により児童生徒の国際感覚を養う

スタートカリキュラム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｋ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｊ学校

10校学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｂ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ａ学校

各学校における学校経営計画による具体的な取組・方策

江田島市小中学校の教育水準の向上

　学校評価の結果に応じて，学校を支援することにより，一定水準の教育の

質を保証し，その向上を図る。配分する額は申請内容に応じて決定する。

（対象校　10校）

事業の内容

　各学校の令和４年度学校経営計画における具体的な取組・方策に対する支

援を行うために補助金を交付する。
事業の目的

継続事業
予算額　120万円学校経営支援事業

指導・助言共同研究
江田島市教育委員会

【五省塾】
１万円

【さとうみ勉強会】
１万円

教育研究グループ

年間を通して

実 践 的 研 究

（例）

江田島市の核となる教員リーダーの育成

　複数校の教員で構成し，江田島市教育委員会の指導主事等の指導のもとに

研究を進める。
事業の内容

上や教職員としての資質・能力のさらなる向上に資する。

　教職員として求められる専門的な研究推進に向け，教職員が自主的に構成

する研究グループの活動を奨励・支援することにより，さらなる指導力の向
事業の目的

予算額　　2万円
継続事業

教育研究グループ支援事業
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　中学生の実用英語技能検定４級以上の受検にかかる検定料を助成する。事業の内容

　江田島市立中学校在籍生徒に実用英語技能検定を積極的に受検させ，その

検定料を補助することを通して，生徒の英語能力の向上を図る。
事業の目的

予算額　74万円
継続事業

外国語指導事業

準２級以上

江田島市教育委員会が検定料を補助

３級 ４級

聞
く

読
む

話
す

書
く

生徒の
英語力
向上

事業の内容

　県立大柿高等学校の存続に向け引き続き支援を行い，大柿高等学校の生徒

が充実した高校生活を送り，長期的には，地元の生徒が，自分の夢を叶える

ことができる高等学校としてあり続けられるよう取組を行う。

事業の目的

予算額　1,592万円
継続事業

大柿高等学校サポート事業

広島県立大柿高等学校
地元の生徒に選ばれる学校づくり

江田島中・能美中・三高中・大柿中 地域・市外中学校

連 携

① 活性化事業

○ 地域学活動費用助成

○ 英語検定及び日本語能力

　 試験費用助成

○ 部活動指導員招聘費用助成

② 魅力化事業

○ 通学費補助

（バス定期代３分の２補助）

○ 公営塾・寮費補助

○ 台湾への修学旅行補助

ＩＣＴ教育事業
拡充事業

予算額　3,313万円

事業の目的
　ICTを基盤とした時代を生きる子どもたちの力を育むため，情報教育機器

の整備，拡充を図り，ＩＣＴ支援員を配置し，教師のＩＣＴ指導力の向上を

図る。

　指導者・学習者の両面から活用が可能な1人1台のタブレット端末やデジ

タル教科書を用いた授業実践の研究や遠隔学習を積極的に推進する。
事業の内容

・導入内容　令和４年度　小学校指導者用デジタル教科書導入・ＩＣＴ支援員の配置

ICT教育推進事業

　ICT機器を活用した授業実践の研究を

推進。

　小中学校の教育研究会視聴覚部会に

おいて，ICT機器の活用の研究を実施。

ＩＣＴ活用事業
継続事業

予算額　662万円

事業の目的
　校務でICT機器を効果的に活用することにより，教員の事務負担を軽減

し，子どもたちと向き合う時間を確保する。

　校務支援システムの導入により，事務処理の平準化・効率化を図り，教職

員が子どもたちと向き合える時間を確保する。

　また，児童生徒情報の一元化により情報セキュリティリスクを低減させる

と同時に，多元的な情報活用を可能とし，教育の質の向上を図る。

事業の内容

デ
ー
タ
の
利
活
用

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

指導の充実・教育の
質の向上

子どもたちと向き合
う時間を確保
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　中学生の実用英語技能検定４級以上の受検にかかる検定料を助成する。事業の内容

　江田島市立中学校在籍生徒に実用英語技能検定を積極的に受検させ，その

検定料を補助することを通して，生徒の英語能力の向上を図る。
事業の目的

予算額　74万円
継続事業

外国語指導事業

準２級以上

江田島市教育委員会が検定料を補助

３級 ４級

聞
く

読
む

話
す

書
く

生徒の
英語力
向上

事業の内容

　県立大柿高等学校の存続に向け引き続き支援を行い，大柿高等学校の生徒

が充実した高校生活を送り，長期的には，地元の生徒が，自分の夢を叶える

ことができる高等学校としてあり続けられるよう取組を行う。

事業の目的

予算額　1,592万円
継続事業

大柿高等学校サポート事業

広島県立大柿高等学校
地元の生徒に選ばれる学校づくり

江田島中・能美中・三高中・大柿中 地域・市外中学校

連 携

① 活性化事業

○ 地域学活動費用助成

○ 英語検定及び日本語能力

　 試験費用助成

○ 部活動指導員招聘費用助成

② 魅力化事業

○ 通学費補助

（バス定期代３分の２補助）

○ 公営塾・寮費補助

○ 台湾への修学旅行補助

ＩＣＴ教育事業
拡充事業

予算額　3,313万円

事業の目的
　ICTを基盤とした時代を生きる子どもたちの力を育むため，情報教育機器

の整備，拡充を図り，ＩＣＴ支援員を配置し，教師のＩＣＴ指導力の向上を

図る。

　指導者・学習者の両面から活用が可能な1人1台のタブレット端末やデジ

タル教科書を用いた授業実践の研究や遠隔学習を積極的に推進する。
事業の内容

・導入内容　令和４年度　小学校指導者用デジタル教科書導入・ＩＣＴ支援員の配置

ICT教育推進事業

　ICT機器を活用した授業実践の研究を

推進。

　小中学校の教育研究会視聴覚部会に

おいて，ICT機器の活用の研究を実施。

ＩＣＴ活用事業
継続事業

予算額　662万円

事業の目的
　校務でICT機器を効果的に活用することにより，教員の事務負担を軽減

し，子どもたちと向き合う時間を確保する。

　校務支援システムの導入により，事務処理の平準化・効率化を図り，教職

員が子どもたちと向き合える時間を確保する。

　また，児童生徒情報の一元化により情報セキュリティリスクを低減させる

と同時に，多元的な情報活用を可能とし，教育の質の向上を図る。

事業の内容

デ
ー
タ
の
利
活
用

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

指導の充実・教育の
質の向上

子どもたちと向き合
う時間を確保
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事業の目的
　小中学校からのお知らせや緊急・不審者情報等のメール配信を保護者等に

一斉に送信し，子どもたちの安全を守るとともに，学校の教育活動を積極的

に発信できる情報ツールとして活用し，開かれた学校づくりの充実を図る。

学校メール配信サービス運用事業 予算額　20万円
継続事業

事業の内容

配信される内容例

・不審者情報　・学校行事などの案内　・臨時休校のお知らせ

・インフルエンザ情報　・ＰＴＡからのお知らせ　・学校からの連絡

・クラブ活動からのお知らせ

通学支援事業
継続事業

予算額　6,245万円

事業の目的

事業の内容

　統合後の通学支援：統合等により遠距離通学となった児童・生徒への通学

支援をする。

　中学校生徒遠距離通学支援：遠距離自転車通学中学校生徒に対し通学時の

安全対策のため，路線バス定期の補助を行う。

統合後の通学支援
切串小学校（１区間）

　差須浜・大須・幸ノ浦・エセギ・タカノス

　（スクールバス）

江田島小学校（６区間）

　飛渡瀬・江南（路線バス），秋月（路線バス），

　小用（路線バス）

　津久茂（スクールバス），大原官舎（スクール

　バス），石風呂・旧宮ノ原小（スクールバス）

中町小学校（１区間）

　高田（スクールバス）

鹿川小学校（１区間）

　是長・沖（路線バス・スクールバス）

三高小学校（１区間）

　美能（路線バス）

大古小学校（２区間）

　深江（路線バス），大君・柿浦（路線バス）

中学校生徒遠距離通学支援
江田島中学校（４区間）

　差須浜・大須・幸ノ浦・エセギ・タカノス

　・切串（スクールバス）

　飛渡瀬・江南・鷲部・中央（路線バス），

　津久茂・宮ノ原（路線バス），秋月（路線バス）

　※自転車通学なし

能美中学校（３区間）

　是長・沖の一部（路線バス・スクールバス）

　鹿川の一部（路線バス），高田の一部（路線

　バス）

三高中学校（１区間）

　美能（路線バス）

大柿中学校（３区間）

　小古江の一部（路線バス），深江の一部（路線

　バス），柿浦・大君の一部（路線バス）

事業の目的 　児童・生徒の安全の確保といきいき学び，活動できる学校づくりを進めて

いくため，学校施設長寿命化計画に基づき，学校施設の改修を計画的に進め

る。

・中町小学校外壁及び屋上防水改修工事設計業務

・大柿中学校教室棟及び武道場屋上防水改修工事
事業の内容

学校教育施設整備事業 予算額　6,148万円
継続事業

学校施設長寿命化
計画の策定

大規模改修工事
長寿命化改修工事

改築工事

予防保全型

里海学習推進事業
継続事業

予算額　243万円

事業の目的

事業の内容

　「里海」を教育資源ととらえ，江田島市ならではの「特色ある教育」とし

て実施する。自然に直接触れ，海辺の生物を観察する体験活動や調査・研究

活動（科学研究）などを通じて，ふるさとの自然に対する知的好奇心や探究

心を育み，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度

を育てる。

大柿自然環境体験学習交流館（さとうみ科学館）

地
域
の
自
然
を
教
育
に
活
か
す

〈学校教育事業〉
「理科センター」としての役割

〈社会教育事業〉
「自然史博物館」としての役割

○江田島里海学習（マリン・アドベンチャー）
　の実施
○授業支援（生活科・理科・総合）
○科学フェア・イラストコンクールの実施
○職場体験・修学旅行などの受入
○教職員研修（理科部会など）
○教材・教具の開発　　　　　　　など

○自然観察会・研修会の実施
○関係機関との連携事業（出前水族館など）
○生物・資料の展示普及
　　　　　　　　（ハンズ・オン展示など）
○生物調査・海岸状況調査
○標本・資料の収集・保管
○学術発表・広報活動　　　　　　など
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事業の目的
　小中学校からのお知らせや緊急・不審者情報等のメール配信を保護者等に

一斉に送信し，子どもたちの安全を守るとともに，学校の教育活動を積極的

に発信できる情報ツールとして活用し，開かれた学校づくりの充実を図る。

学校メール配信サービス運用事業 予算額　20万円
継続事業

事業の内容

配信される内容例

・不審者情報　・学校行事などの案内　・臨時休校のお知らせ

・インフルエンザ情報　・ＰＴＡからのお知らせ　・学校からの連絡

・クラブ活動からのお知らせ

通学支援事業
継続事業

予算額　6,245万円

事業の目的

事業の内容

　統合後の通学支援：統合等により遠距離通学となった児童・生徒への通学

支援をする。

　中学校生徒遠距離通学支援：遠距離自転車通学中学校生徒に対し通学時の

安全対策のため，路線バス定期の補助を行う。

統合後の通学支援
切串小学校（１区間）

　差須浜・大須・幸ノ浦・エセギ・タカノス

　（スクールバス）

江田島小学校（６区間）

　飛渡瀬・江南（路線バス），秋月（路線バス），

　小用（路線バス）

　津久茂（スクールバス），大原官舎（スクール

　バス），石風呂・旧宮ノ原小（スクールバス）

中町小学校（１区間）

　高田（スクールバス）

鹿川小学校（１区間）

　是長・沖（路線バス・スクールバス）

三高小学校（１区間）

　美能（路線バス）

大古小学校（２区間）

　深江（路線バス），大君・柿浦（路線バス）

中学校生徒遠距離通学支援
江田島中学校（４区間）

　差須浜・大須・幸ノ浦・エセギ・タカノス

　・切串（スクールバス）

　飛渡瀬・江南・鷲部・中央（路線バス），

　津久茂・宮ノ原（路線バス），秋月（路線バス）

　※自転車通学なし

能美中学校（３区間）

　是長・沖の一部（路線バス・スクールバス）

　鹿川の一部（路線バス），高田の一部（路線

　バス）

三高中学校（１区間）

　美能（路線バス）

大柿中学校（３区間）

　小古江の一部（路線バス），深江の一部（路線

　バス），柿浦・大君の一部（路線バス）

事業の目的 　児童・生徒の安全の確保といきいき学び，活動できる学校づくりを進めて

いくため，学校施設長寿命化計画に基づき，学校施設の改修を計画的に進め

る。

・中町小学校外壁及び屋上防水改修工事設計業務

・大柿中学校教室棟及び武道場屋上防水改修工事
事業の内容

学校教育施設整備事業 予算額　6,148万円
継続事業

学校施設長寿命化
計画の策定

大規模改修工事
長寿命化改修工事

改築工事

予防保全型

里海学習推進事業
継続事業

予算額　243万円

事業の目的

事業の内容

　「里海」を教育資源ととらえ，江田島市ならではの「特色ある教育」とし

て実施する。自然に直接触れ，海辺の生物を観察する体験活動や調査・研究

活動（科学研究）などを通じて，ふるさとの自然に対する知的好奇心や探究

心を育み，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度

を育てる。

大柿自然環境体験学習交流館（さとうみ科学館）

地
域
の
自
然
を
教
育
に
活
か
す

〈学校教育事業〉
「理科センター」としての役割

〈社会教育事業〉
「自然史博物館」としての役割

○江田島里海学習（マリン・アドベンチャー）
　の実施
○授業支援（生活科・理科・総合）
○科学フェア・イラストコンクールの実施
○職場体験・修学旅行などの受入
○教職員研修（理科部会など）
○教材・教具の開発　　　　　　　など

○自然観察会・研修会の実施
○関係機関との連携事業（出前水族館など）
○生物・資料の展示普及
　　　　　　　　（ハンズ・オン展示など）
○生物調査・海岸状況調査
○標本・資料の収集・保管
○学術発表・広報活動　　　　　　など
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理科教育推進事業
継続事業

予算額　9万円

事業の目的

事業の内容

　小中学校の理科教育を総合的に推進するため，小中学校が，大柿自然環境

体験学習交流館（さとうみ科学館）と協働することにより理科学習を実施す

ることで，教員の指導力と理科授業の質の向上を図り，自然体験・科学体験

の充実を通して，児童生徒の科学への興味・感心を高めるとともに，学力向

上を図る。

科学的探究心の醸成や理科学習に対する意欲向上，児童生徒の学力向上

○理科授業の質の向上

○理科研修講座の実施（教員の指導力向上）

○理科系クラブ・部活動の支援

協働
大柿自然環境体験学習交流館
（さとうみ科学館）

各小中学校
市小・中学校教育研究会

理科部会

事業の目的

事業の内容

生涯学習推進事業 予算額　139万円
継続事業

 これからの生涯学習の推進と市民一人ひとりが生き生きと前向きな生活が

送られるよう，講演会などを開催する。

事業の目的

事業の内容

家庭教育推進事業  予算額　36万円
継続事業

 人がこの世に生まれて最初に受ける教育であり，すべての教育の出発点で

ある家庭教育を推進するため，地域社会や学校，行政，企業などが，それぞ

れの立場で子育て，人育てにアプローチし，相互に協力し合いながら支援し

ていく。

家庭の教育力
の充実

基本的生活習慣の確立
いのちを大切にする心を育成

成人教育支援
～親の学びの場の提供～

安心感と自信を持って子どもと
接し，子どもとともに成長する。

きめ細やかな家庭教育支援

◆　『親の力』を学びあう学習プログラム
◆　家庭教育事業助成制度
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理科教育推進事業
継続事業

予算額　9万円

事業の目的

事業の内容

　小中学校の理科教育を総合的に推進するため，小中学校が，大柿自然環境

体験学習交流館（さとうみ科学館）と協働することにより理科学習を実施す

ることで，教員の指導力と理科授業の質の向上を図り，自然体験・科学体験

の充実を通して，児童生徒の科学への興味・感心を高めるとともに，学力向

上を図る。

科学的探究心の醸成や理科学習に対する意欲向上，児童生徒の学力向上

○理科授業の質の向上

○理科研修講座の実施（教員の指導力向上）

○理科系クラブ・部活動の支援

協働
大柿自然環境体験学習交流館
（さとうみ科学館）

各小中学校
市小・中学校教育研究会

理科部会

事業の目的

事業の内容

生涯学習推進事業 予算額　139万円
継続事業

 これからの生涯学習の推進と市民一人ひとりが生き生きと前向きな生活が

送られるよう，講演会などを開催する。

事業の目的

事業の内容

家庭教育推進事業  予算額　36万円
継続事業

 人がこの世に生まれて最初に受ける教育であり，すべての教育の出発点で

ある家庭教育を推進するため，地域社会や学校，行政，企業などが，それぞ

れの立場で子育て，人育てにアプローチし，相互に協力し合いながら支援し

ていく。

家庭の教育力
の充実

基本的生活習慣の確立
いのちを大切にする心を育成

成人教育支援
～親の学びの場の提供～

安心感と自信を持って子どもと
接し，子どもとともに成長する。

きめ細やかな家庭教育支援

◆　『親の力』を学びあう学習プログラム
◆　家庭教育事業助成制度
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事業の内容

人権学習講演会開催事業 予算額　82万円
継続事業

事業の目的
 一人ひとりが，互いに認め合い尊重できる「人権感覚豊かな」人間性を育

むことにより，誰もが住んでよかったと思うまちづくりを目指すことを目的

に，講演会を開催する。

人 権 学 習 講 演 会
人権感覚に溢れた社会実現

多様な人権課題

「学び」・「考え」一人ひとりが自らの
生き方を見つめ直し，人権意識の

醸成を図る

女性    子ども   高齢者　障害者   同和問題   
アイヌの人々　外国人   

HIV 感染者・ハンセン病患者，元患者　
刑を終えて出所した人　 その他

予算額 520万円
継続事業

文化・芸術鑑賞事業

事業の内容

豊かな
感　性

文化活動
の推進

芸術を
愛する心

優れた
作　品

青少年芸術鑑賞事業
ふれあいコンサート

事業の目的 　市民が本物の舞台芸術や伝統文化に触れる機会を設け，豊かな感性や想像

力などを養う。

事業の目的

事業の内容

　市内で在学の小・中学生から，人権をテーマとした作品を募集し，児童・

生徒の人権感覚を育むとともに，応募作品を基に人権啓発冊子を作成し，人

権教育及び啓発資料として広く活用する。

人権に関する作品募集事業 予算額　98万円
継続事業

応募資格  －江田島市内で在学の小・中学生

作文の部 ポスターの部選考・表彰

人権啓発冊子の作成
作品・ポスター各部の優秀・入選作品

　児童・生徒に対して，身近な人権課題の再認識を促す。

　児童・生徒の人権感覚・視点を基とした啓発資料の活用は，
大人たちへの強いメッセージと成り得る。

○日常生活での人権問題
　に視点をあてた作品
○４００字詰め原稿用紙
　５枚以内

人権擁護委員等から
なる選考委員会組織
による選考と表彰

○日常生活での人権問題
　に視点をあてた作品
○四つ切か八つ切画用紙
○作品中に標語挿入

事業の目的

事業の内容

 市民の文化芸術に関する意欲的な創作発表を奨励し，自主性と創造性を発

揮する場を提供する。

 また，文化芸術活動・文化財等を鑑賞し親しむ機会を積極的に提供するこ

とで，市民の文化芸術意識の高揚を図る。

文化・美術振興事業 予算額　246万円
継続事業

江田島市関係者を対象に作品を公募

絵画　彫塑工芸　書　写真

小・中学生，高校生を対象に作品を公募

絵画　書

作
品
選
考
・
展
示

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
特
別
展
示

江田島市美術展 新 

県 

美 

展 

巡 

回 

展

「自主性・創造性の発揮」「文化意識の向上・豊かな心の育成」
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事業の内容

人権学習講演会開催事業 予算額　82万円
継続事業

事業の目的
 一人ひとりが，互いに認め合い尊重できる「人権感覚豊かな」人間性を育

むことにより，誰もが住んでよかったと思うまちづくりを目指すことを目的

に，講演会を開催する。

人 権 学 習 講 演 会
人権感覚に溢れた社会実現

多様な人権課題

「学び」・「考え」一人ひとりが自らの
生き方を見つめ直し，人権意識の

醸成を図る

女性    子ども   高齢者　障害者   同和問題   
アイヌの人々　外国人   

HIV 感染者・ハンセン病患者，元患者　
刑を終えて出所した人　 その他

予算額 520万円
継続事業

文化・芸術鑑賞事業

事業の内容

豊かな
感　性

文化活動
の推進

芸術を
愛する心

優れた
作　品

青少年芸術鑑賞事業
ふれあいコンサート

事業の目的 　市民が本物の舞台芸術や伝統文化に触れる機会を設け，豊かな感性や想像

力などを養う。

事業の目的

事業の内容

　市内で在学の小・中学生から，人権をテーマとした作品を募集し，児童・

生徒の人権感覚を育むとともに，応募作品を基に人権啓発冊子を作成し，人

権教育及び啓発資料として広く活用する。

人権に関する作品募集事業 予算額　98万円
継続事業

応募資格  －江田島市内で在学の小・中学生

作文の部 ポスターの部選考・表彰

人権啓発冊子の作成
作品・ポスター各部の優秀・入選作品

　児童・生徒に対して，身近な人権課題の再認識を促す。

　児童・生徒の人権感覚・視点を基とした啓発資料の活用は，
大人たちへの強いメッセージと成り得る。

○日常生活での人権問題
　に視点をあてた作品
○４００字詰め原稿用紙
　５枚以内

人権擁護委員等から
なる選考委員会組織
による選考と表彰

○日常生活での人権問題
　に視点をあてた作品
○四つ切か八つ切画用紙
○作品中に標語挿入

事業の目的

事業の内容

 市民の文化芸術に関する意欲的な創作発表を奨励し，自主性と創造性を発

揮する場を提供する。

 また，文化芸術活動・文化財等を鑑賞し親しむ機会を積極的に提供するこ

とで，市民の文化芸術意識の高揚を図る。

文化・美術振興事業 予算額　246万円
継続事業

江田島市関係者を対象に作品を公募

絵画　彫塑工芸　書　写真

小・中学生，高校生を対象に作品を公募

絵画　書

作
品
選
考
・
展
示

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
特
別
展
示

江田島市美術展 新 

県 

美 

展 

巡 

回 

展

「自主性・創造性の発揮」「文化意識の向上・豊かな心の育成」
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事業の目的

事業の内容

　利用者が安心して施設・設備を利用するための維持保全を行うとともに，

地域における読書活動の中核的役割を担い，かつ定期的に住民が集える地域

コミュニティの場としての役割を果たすための様々な方策を実施する。

図書館管理運営事業
 予算額　7,026万円

継続事業

地域コミュニティ 読書活動の推進

資料の充実
　○様々なニーズへの対応

　○児童図書の充実

　○郷土資料の収集

　○視聴覚資料の充実

システムの充実
　○図書館管理システムの利用

　　による窓口業務の効率化

　○広島県立図書館との連携

資料の充実
　○施設の維持保全と安全確保
　○郷土資料室の有効活用

企画・サービスの充実
　○青少年層の利用促進（スタンプラリー・子ども司書養成 等）
　○定期的に住民が集う場（ふれあい広場・みんなの広場 等）
　○強調月間等を通じた啓発
　○児童文学雑誌『小鳥』発行
　○関係サークルの育成
　○広域利用サービス（広島広域都市圏）

地域コミュニティの拠点施設地域コミュニティの拠点施設

 江田島地区

成人講座
青少年講座
高齢者大学 など

 能美地区

 沖美地区  大柿地区

事業の目的

事業の内容

公民館管理運営事業  予算額　882万円
継続事業

　住民に身近な生涯学習施設として，住民のニーズを的確に把握し，地域の

課題解決に向けた取り組みを行うとともに，地域文化の継承や更なる発展を

目的に文化・芸能活動を行う団体を支援する。また，各公民館で高齢者大学

を開設し，生涯を通して元気で豊かな生活が送れるよう学習の支援や交流の

場を提供する。

事業の目的

事業の内容

　保護者が就労などにより，昼間家庭にいない児童に対して，放課後や夏休

みなどの長期休業中に，適切な遊びや生活指導を行い健全な育成を図る。

放課後児童健全育成事業
継続事業

予算額　5,660万円

◆対象児童
　　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生
◆実施場所

開所日・時間
●年間250日程度
●保護者ニーズに応えるため
　毎月１回程度土曜日に開所
　(授業日) 放課後～午後6時
　(休業日) 午前8時～午後6時

保護者負担金
　月額 3,000円（８月は5,000円）

江田島第 1 児童クラブ
江田島第 2 児童クラブ
切串児童クラブ
中町児童クラブ
高田児童クラブ
鹿川児童クラブ
三高児童クラブ
大古児童クラブ
柿浦児童クラブ

江田島小学校内
江田島小学校内
切串小学校内
中町児童館内

高田交流プラザ内
鹿川小学校内
三高小学校内
大古小学校内
柿浦児童館内

放　課　後　児　童　ク　ラ　ブ

公 民 館 
（市民センター・プラザ）

成人講座
親子体験教室
高齢者大学 など

（市民センター・プラザ）

成人講座
親子体験教室
高齢者大学 など

（市民センター）

成人講座
家庭教育講座
高齢者大学 など

（市民センター・プラザ）

 

伝統文化継承事業
予算額　1,475万円

継続事業

事業の目的

事業の内容

　伝統芸能や文化財など郷土の貴重な財産を保存し，次の世代へ継承する責

務を果たすとともに，これらを広く市民へ紹介していくことで，郷土の歴史

や伝統文化への関心と理解を深めていく。

伝統芸能の保存・継承 文化財の保護・活用

「学びの館」「大柿地区歴史資料館・灘尾記念文庫」の充実と活性化

伝統芸能保存団体への助成

「文化財産への関心」と「豊かな人間性」

次世代への継承
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事業の目的

事業の内容

　利用者が安心して施設・設備を利用するための維持保全を行うとともに，

地域における読書活動の中核的役割を担い，かつ定期的に住民が集える地域

コミュニティの場としての役割を果たすための様々な方策を実施する。

図書館管理運営事業
 予算額　7,026万円

継続事業

地域コミュニティ 読書活動の推進

資料の充実
　○様々なニーズへの対応

　○児童図書の充実

　○郷土資料の収集

　○視聴覚資料の充実

システムの充実
　○図書館管理システムの利用

　　による窓口業務の効率化

　○広島県立図書館との連携

資料の充実
　○施設の維持保全と安全確保
　○郷土資料室の有効活用

企画・サービスの充実
　○青少年層の利用促進（スタンプラリー・子ども司書養成 等）
　○定期的に住民が集う場（ふれあい広場・みんなの広場 等）
　○強調月間等を通じた啓発
　○児童文学雑誌『小鳥』発行
　○関係サークルの育成
　○広域利用サービス（広島広域都市圏）

地域コミュニティの拠点施設地域コミュニティの拠点施設

 江田島地区

成人講座
青少年講座
高齢者大学 など

 能美地区

 沖美地区  大柿地区

事業の目的

事業の内容

公民館管理運営事業  予算額　882万円
継続事業

　住民に身近な生涯学習施設として，住民のニーズを的確に把握し，地域の

課題解決に向けた取り組みを行うとともに，地域文化の継承や更なる発展を

目的に文化・芸能活動を行う団体を支援する。また，各公民館で高齢者大学

を開設し，生涯を通して元気で豊かな生活が送れるよう学習の支援や交流の

場を提供する。

事業の目的

事業の内容

　保護者が就労などにより，昼間家庭にいない児童に対して，放課後や夏休

みなどの長期休業中に，適切な遊びや生活指導を行い健全な育成を図る。

放課後児童健全育成事業
継続事業

予算額　5,660万円

◆対象児童
　　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生
◆実施場所

開所日・時間
●年間250日程度
●保護者ニーズに応えるため
　毎月１回程度土曜日に開所
　(授業日) 放課後～午後6時
　(休業日) 午前8時～午後6時

保護者負担金
　月額 3,000円（８月は5,000円）

江田島第 1 児童クラブ
江田島第 2 児童クラブ
切串児童クラブ
中町児童クラブ
高田児童クラブ
鹿川児童クラブ
三高児童クラブ
大古児童クラブ
柿浦児童クラブ

江田島小学校内
江田島小学校内
切串小学校内
中町児童館内

高田交流プラザ内
鹿川小学校内
三高小学校内
大古小学校内
柿浦児童館内

放　課　後　児　童　ク　ラ　ブ

公 民 館 
（市民センター・プラザ）

成人講座
親子体験教室
高齢者大学 など

（市民センター・プラザ）

成人講座
親子体験教室
高齢者大学 など

（市民センター）

成人講座
家庭教育講座
高齢者大学 など

（市民センター・プラザ）

 

伝統文化継承事業
予算額　1,475万円

継続事業

事業の目的

事業の内容

　伝統芸能や文化財など郷土の貴重な財産を保存し，次の世代へ継承する責

務を果たすとともに，これらを広く市民へ紹介していくことで，郷土の歴史

や伝統文化への関心と理解を深めていく。

伝統芸能の保存・継承 文化財の保護・活用

「学びの館」「大柿地区歴史資料館・灘尾記念文庫」の充実と活性化

伝統芸能保存団体への助成

「文化財産への関心」と「豊かな人間性」

次世代への継承

事業の目的

事業の内容

ふるさと再発見事業
 予算額　125万円

継続事業

　ふるさとの歴史を題材とした講座の開催や，歴史の記憶である古写真の収

集・活用など，‘歴史’をキーワードとした事業を展開し，ふるさとに再度

目を向けてもらうことで，その素晴らしさを再発見してもらう機会とする。

郷土の
偉人紹介

ふるさと
再 発 見

歴史講座 古写真
収集・活用

文化財
整理・活用

㉕

事業の目的

事業の内容

マラソン大会開催事業
予算額　200万円

継続事業

 「潮風とともに走るふれあいマラソン」をテーマに，子どもから高齢者を

対象に開催する。参加者に走る楽しさを感じてもらい，健康づくりへのきっ

かけを提供するとともに，一方で日本陸連公認のハーフマラソン種目を設け

るなど競技力の向上にも資する。また，地元ボランティアによる協力と，市

外に対して特産品のＰＲを行うことで，地元住民と都市との交流したまちお

こしイベントとして，江田島市の魅力を発信する機会とする。

ヒロシマMIKANマラソン大会

マ ラ ソ ン

産 業 ま つ り

コース
　大柿町～能美～沖美
　 1kmファンラン
　 3km・5km・10km
　 一般ハーフ
　 公認ハーフ

走る楽しさ
体力つくり
競技力向上
まちづくり

ふるさと特産品等の販売

事業の目的

事業の内容

市民スポーツ推進事業
 予算額　740万円

継続事業

　江田島市スポーツ推進計画に基づき，市民のスポーツ活動を支援し，誰も

が気軽にスポーツを楽しむ場を提供することにより，体力・健康づくりはも

ちろんのこと，世代間の交流促進や青少年健全育成，社会基盤としてのスポ

ーツコミュニティの醸成を図る。

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
助
成 

等

ス
ポ
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ツ
に
親
し
む
機
会
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供
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ス
ポ
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ツ
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等

市民スポーツ活動の支援
体育協会への助成 等

生涯にわたるスポーツライフ
総合型地域スポーツクラブ

「江田島eスポーツクラブ」への運営支援 等

スポーツ施設及び
団体の情報発信

障害者のスポーツ
参加の支援

地域スポーツ
活動の推進

体 力 つ く り
世 代 間 交 流

スポーツコミュニティの醸成

事業の目的

事業の内容

　市内にある５プール（学校プールを含む）を夏休み期間中に開放し，市民

の健康づくり，体力つくり，生涯スポーツの振興を図る。

市民プール開放事業 予算額　1,370万円
継続事業

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

委
　
託
　
業
　
者

現
場
管
理
責
任
者（
１
名
）

江田島地区
　江田島小プール

沖美地区
　三高小プール

大柿地区
　大古小プール

能美地区
　鹿川小プール
　能美中プール

すべての施設に，現場責任者１人，
管理人２人配置（江小は３人）

※1kmファンランは，今年度実施しない。
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事業の目的

事業の内容

ふるさと再発見事業
 予算額　125万円

継続事業

　ふるさとの歴史を題材とした講座の開催や，歴史の記憶である古写真の収

集・活用など，‘歴史’をキーワードとした事業を展開し，ふるさとに再度

目を向けてもらうことで，その素晴らしさを再発見してもらう機会とする。

郷土の
偉人紹介

ふるさと
再 発 見

歴史講座 古写真
収集・活用

文化財
整理・活用

㉕

事業の目的

事業の内容

マラソン大会開催事業
予算額　200万円

継続事業

 「潮風とともに走るふれあいマラソン」をテーマに，子どもから高齢者を

対象に開催する。参加者に走る楽しさを感じてもらい，健康づくりへのきっ

かけを提供するとともに，一方で日本陸連公認のハーフマラソン種目を設け

るなど競技力の向上にも資する。また，地元ボランティアによる協力と，市

外に対して特産品のＰＲを行うことで，地元住民と都市との交流したまちお

こしイベントとして，江田島市の魅力を発信する機会とする。

ヒロシマMIKANマラソン大会

マ ラ ソ ン

産 業 ま つ り

コース
　大柿町～能美～沖美
　 1kmファンラン
　 3km・5km・10km
　 一般ハーフ
　 公認ハーフ

走る楽しさ
体力つくり
競技力向上
まちづくり

ふるさと特産品等の販売

事業の目的

事業の内容

市民スポーツ推進事業
 予算額　740万円

継続事業

　江田島市スポーツ推進計画に基づき，市民のスポーツ活動を支援し，誰も

が気軽にスポーツを楽しむ場を提供することにより，体力・健康づくりはも

ちろんのこと，世代間の交流促進や青少年健全育成，社会基盤としてのスポ

ーツコミュニティの醸成を図る。
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市民スポーツ活動の支援
体育協会への助成 等

生涯にわたるスポーツライフ
総合型地域スポーツクラブ

「江田島eスポーツクラブ」への運営支援 等

スポーツ施設及び
団体の情報発信

障害者のスポーツ
参加の支援

地域スポーツ
活動の推進

体 力 つ く り
世 代 間 交 流

スポーツコミュニティの醸成

事業の目的

事業の内容

　市内にある５プール（学校プールを含む）を夏休み期間中に開放し，市民

の健康づくり，体力つくり，生涯スポーツの振興を図る。

市民プール開放事業 予算額　1,370万円
継続事業

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

委
　
託
　
業
　
者

現
場
管
理
責
任
者（
１
名
）

江田島地区
　江田島小プール

沖美地区
　三高小プール

大柿地区
　大古小プール

能美地区
　鹿川小プール
　能美中プール

すべての施設に，現場責任者１人，
管理人２人配置（江小は３人）

※1kmファンランは，今年度実施しない。
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事業の目的

事業の内容

ふるさと再発見事業
 予算額　125万円

継続事業

　ふるさとの歴史を題材とした講座の開催や，歴史の記憶である古写真の収

集・活用など，‘歴史’をキーワードとした事業を展開し，ふるさとに再度

目を向けてもらうことで，その素晴らしさを再発見してもらう機会とする。

郷土の
偉人紹介

ふるさと
再 発 見

歴史講座 古写真
収集・活用

文化財
整理・活用

㉕

事業の目的

事業の内容

マラソン大会開催事業
予算額　200万円

継続事業

 「潮風とともに走るふれあいマラソン」をテーマに，子どもから高齢者を

対象に開催する。参加者に走る楽しさを感じてもらい，健康づくりへのきっ

かけを提供するとともに，一方で日本陸連公認のハーフマラソン種目を設け

るなど競技力の向上にも資する。また，地元ボランティアによる協力と，市

外に対して特産品のＰＲを行うことで，地元住民と都市との交流したまちお

こしイベントとして，江田島市の魅力を発信する機会とする。

ヒロシマMIKANマラソン大会

マ ラ ソ ン

産 業 ま つ り

コース
　大柿町～能美～沖美
　 1kmファンラン
　 3km・5km・10km
　 一般ハーフ
　 公認ハーフ

走る楽しさ
体力つくり
競技力向上
まちづくり

ふるさと特産品等の販売

事業の目的

事業の内容

市民スポーツ推進事業
 予算額　740万円

継続事業

　江田島市スポーツ推進計画に基づき，市民のスポーツ活動を支援し，誰も

が気軽にスポーツを楽しむ場を提供することにより，体力・健康づくりはも

ちろんのこと，世代間の交流促進や青少年健全育成，社会基盤としてのスポ

ーツコミュニティの醸成を図る。
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市民スポーツ活動の支援
体育協会への助成 等

生涯にわたるスポーツライフ
総合型地域スポーツクラブ

「江田島eスポーツクラブ」への運営支援 等

スポーツ施設及び
団体の情報発信

障害者のスポーツ
参加の支援

地域スポーツ
活動の推進

体 力 つ く り
世 代 間 交 流

スポーツコミュニティの醸成

事業の目的

事業の内容

　市内にある５プール（学校プールを含む）を夏休み期間中に開放し，市民

の健康づくり，体力つくり，生涯スポーツの振興を図る。

市民プール開放事業 予算額　1,370万円
継続事業

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

委
　
託
　
業
　
者

現
場
管
理
責
任
者（
１
名
）

江田島地区
　江田島小プール

沖美地区
　三高小プール

大柿地区
　大古小プール

能美地区
　鹿川小プール
　能美中プール

すべての施設に，現場責任者１人，
管理人２人配置（江小は３人）

※1kmファンランは，今年度実施しない。


